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新たな年度を迎えて-2年目のご挨拶一
和歌1.1地域経淡研究機構
裂事長官村典久
I 和歌山大学経済学部長l
r .t{9Iショック J。民間の日本創成会議の人口減少問題検 It-t分科会が
tlE 1J:jした人口減少に|主iするレポー トが1吐の耳目を引き 、ショックを与
えています。向分科会のJ!Ii長のJf!;にあったのが糟悶克也 (東京大学大
学院客員教授)氏であったことから 、rl1!l ffIショック Jなる見出しが新Il紙J:などを賑わ
せることとなりました。
レポー ト は 、 同会議のサイトに掲載されているだけでなく
(http・Ifwww.poJicycouncil.jpl)、:IF庖や釈の%J苫で簡単に手に入れることができる一般
誌である 『中央公治~ (2014年 6月号)にも鮮総iが鎚織されました。 これらゆえ、この
『地域経済』をお読みいただいている方のうち、少なからずの方がレポートの内容をご
存じではないかと。
掲載した 『中央公論』の見出しは、「緊急特集消滅する市15j"村 523 [俊昌lストッ
プ『人 n急減社会J r円減"f能性都市 896企りストの衝鍛j とじつにおどろおどろしい
ものとなっています。 レポー トでは、余闘の市区町村の半数を fi向歯車可能性がある j と
篠宮十しています。 2040年には、若年女性の流1を背設として 896の市区町村にt削減の
可能性がある一人口減少によりー f 消滅可能性-IiIi市Jになると述べているのです。そ
の内容と 、艇長のl旬間氏が総務大使や岩手県知事を務められ論客:としても知られた人物
であったことも盈なって、上記のような rWlaショ y クj なる見出しが生み出されたよ
うです。
昨年の 4月、和歌山大学経済学部の学総長に任命され、和歌山地峻経済研究機併のl!
~q正も務めさせていただくこととなりました。 それ以前にも 、 地域の中段 ・ 中小企業の
企業経常の実悠に関わる研究を手がけたり 、不[1欽山県 .r打などの各総会員を務めたりす
るなどして、地域経済 ・社会の現状、あり方について関心を得せてまいりました。理事
長就任後は、そうした問題をより注視させていただくようになりました。ただし注視す
ればするほど、改革 ・己主長を喜Eする問題が相当に存在する ことは否定できない、と考え
るにいたっております。rm問、ンヨシタ j と呼ばれるま員の問題も残念ながら、利歌山にお
ける状況は例外的な状況にある 、ショックを受けることはなく、では済まないようでご
ぎいます。
和歌山地域経済研究機併は、和歌11I商工会議所、事口敏 IJi士会経済研究所、和歌山大学
経済学総及び観光学部の問者が協{動することによって、地峡経済 ・社会の活性化に守寄与
することを目的として活動を続けてまいりました。iW.1留を七げたのは 1996年 7月であ
ります。人の成長になぞらえれば成人となる直前、 201手近く活動を絞けてきたわけでご
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ざいます。
活動の成巣は、地島支社会 ・経済の発肢の一助となるべく 、この『地域経済』のみなら
ず、I前近、提IJされました『持統可能なまちづくりをU指して~わかやま!LOHAS2014 
~ J (和歌山市まちづくり戦略研究会/研究代表者 .木下1唯夫 ・和歌山社会経済研究所常
務理事)をはじめとする報告ぢ(こうした成果の多くは、機織のホームページから PDF
などの形でご覧いただけます。『土壇駿経済』は発干IJ以来、念てを。各般の報告舎につきま
しては、平成 21年度の『和歌山市民 ・近隣地域住民の消'P{動向と和歌山市小売級業の
a!l!.I!fj J以後の全てをご覧いただけます。地級社会 ・経済に関わる係局な問題を検討対象
として取り上げてきたことを知っていただけるかとにあるいはシンポジクムの形などで、
地械に発信されてまいりました。
こうした研究をさらに積み愈ねていくためには、また、20停を迎えようとするなか当
機構の活動が、絶滅社会 ・経済の発展の一切Jとさらになっていくためには、いかなる手
立てが必主要であるのか、機脱として検討すべき点、は多々 、あろうかと考えております。
今後もますます、j泡織のをE綴からご支援、ご縦縫をたまわれますようお願い申し上げ
ます。
